










The Factors in Success of Regional Branding Seen from 













































[図表 1] 「JAPANブランド育成支援事業」事業スキーム 
























ジェクトについて総合的に支援を行なう 1。最長 4 年間に及ぶ長期間の事業となる理由は、必ずしもノ
ウハウを持ち合わせていない海外市場でも独自ブランドで勝負しようとする挑戦的取組みをバックア
ップすることを目的としており、相応の時間が必要と考えられているためである。なお、事業期間中は
「JAPAN BRAND」の専用ロゴ[図表 3]の使用が可能となる等のインセンティブが得られる。 
 





























































                                                   
3  今治タオルブランドマニュアル」に基づき、ここではブランド認定マークのことを「ブランドロゴマーク」と表記する。 






などの条件を充たす 10案程度であり、最終的に現在のブランドロゴマーク 5に至った。 
 
[図表 4]『今治タオル』6ブランドロゴマーク 7基本組み 








     
出所：pen編集部「1冊まるごと佐藤可士和」 
 




6  商標登録証（地域団体商標）登録第 5060813号 
7  商標登録証 登録第 5064795号 ※タイポグラフィは含まない。 
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[図表 7] imabari towelロゴマニュアル保護エリア 
                                          出所：今治タオルブランド商品認定マーク使用関係書類 
 










てタテ 20mmヨコ 17mmまでとすること、タイポグラフィの幅は最小 12mmまでとすることなど、確実にブ
ランドの統一を図るべく詳細にわたって指示書が作成された。その他、マーク扱いの禁止事項の解説図
                                                   









































                                                   
9  マークを線画で表現すること。 



















































 第 1回目の試験は 2007年 9月 27日に実施され、会場は今治のほか、東京、大阪の計 3会場で実施さ
れ、受験者 284名に対し合格者 187 名、合格率 65.8％の難関であった。この試験は毎年 9月に実施（2008



























佐藤をプロジェクトに迎えたことで、『今治タオル』は大きな転機を迎えた。2007 年 2 月、東京青山
において佐藤自身が『今治タオル』の登録商標を取得することならびにブランドロゴマークの完成をプ
レス発表しプロジェクト活動の旗揚げを宣言した。「旗揚げは東京」と指示したのは佐藤である。組合








































                                                   



































































0 から 1 を生みだすアイデアはもちろん非常に価値の高いことだ。しかし世界的に市場が成熟している










                                                   
18 TKC『戦略経営者』2003年 4月号より 
19 『ブレーン』（2011年 9月号） 
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